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【組織の概要】                          

事業所名 株 式 会 社 エ コ  

代表者名 代表取締役 佐藤 直也 

所在地 岩手県北上市成田 26 地割 83 番地 10 

環境管理責任者 工場長 阿部 厚 

環境管理事務局 業務部長 杉尾、総務 菅原 

連絡先 TEL：0197-68-4103 

FAX：0197-68-4169 

E-mail：marusa-2@alpha.ocn.ne.jp 

事業内容 再生資源卸売業 

一般廃棄物処理業 

産業廃棄物処理業 

紙製品（コピー用紙、トイレロール等）販売 

創業年月 昭和 10 年 1 月 

法人設立年月 平成  8 年 7 月（商号変更：令和 4 年 8 月） 

敷地面積 6,364ｍ2 

建物面積 2,052ｍ2 

従業員数 17 名（常勤役員 1 名 社員 11 名 パート 5 名） 

認証・登録範囲 組織全体及び全事業活動 

【事業規模】                           

資本金 3,000 千円  

売上高 189,920 千円 令和 4 年 

廃棄物総取扱量（含有価物） 7,024.41ｔ 令和 4 年 

古紙類取扱・入荷量 6,612.94ｔ 令和 4 年 

廃棄物収集運搬量（含有価物） 3,616.18ｔ 令和 4 年 

産業廃棄物取扱量 5.58ｔ 令和 4 年 

産業廃棄物収集運搬量 5.58ｔ 令和 4 年 

再生資源総出荷量 6,594.95ｔ 令和 4 年 

古紙類出荷量 6,523.93ｔ 令和 4 年 

※ 事業年度 1 月～12 月 

※ 産業廃棄物処分実績はなし 
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【収集運搬車両及び重機】            （R4.12 現在）  

車 種 積載量・荷重 メーカー 台 数 

塵芥車 2,350kg    いすゞ 1 

 2,000kg    いすゞ 1 

 1,900kg    日 野 1 

 1,750kg    いすゞ 2 

 1,700kg    いすゞ 3 

 1,500kg    いすゞ 1 

バン 2,900kg    日 野 1 

 2,350kg    いすゞ 1 

 1,000kg    トヨタ 2 

 350kg    ダイハツ 1 

キャブオーバ 3,000kg    いすゞ 1 

ダンプ 3,450kg    いすゞ 1 

車両合計  16 

フォークリフト 2,500kg    いすゞ 1 

 3,000kg   トヨタ 1 

クランプリフト 2,500kg    トヨタ 1 

 4,000kg    トヨタ 1 

ショベルローダー 2,500kg    いすゞ 1 

ホイールローダー 960kg    コマツ 1 

重機合計  6 

 

【施設の内容】                          

 圧縮・梱包施設 1 基 取扱廃棄物：紙くず  処理能力：104ｔ／日 

 破砕施設       1 基 取扱廃棄物：紙くず  処理能力：4.8ｔ／日 

 圧縮施設    2 基 

※ 1 基は有価物(缶類)専用 

取扱廃棄物：金属くず 

廃プラスチック類  

 一般廃棄物保管施設 保管面積：275.4ｍ2 保管容量：648.8ｍ3 

 産業廃棄物保管施設 保管面積：43ｍ2   保管容量：67ｍ3 

 内 積替保管施設 保管面積：12ｍ2    保管容量：12ｍ3 

 トラックスケール 1 台 秤量：40ｔ 
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【許可・登録内容】                       

一般廃棄物（北上市） 

許可の種類 収集運搬 

許可番号 第 554 号 

許可年月日 令和 4 年 7 月 1 日 

有効年月日 令和 6 年 7 月 3 日 
 

許可の種類 処分 

許可番号 第 555 号 

許可年月日 令和 4 年 7 月 1 日 

有効年月日 令和 6 年 7 月 3 日 

産業廃棄物（岩手県） 

許可の種類 収集運搬業 

許可番号 第 00312047626 号 

許可年月日 令和  4 年 4 月 24 日 

有効年月日 令和  9 年 4 月 23 日 

事業の範囲 

（取扱う廃棄物） 

燃え殻・汚泥・廃油・廃プラスチック類・紙くず・

木くず・ゴムくず・金属くず・ガラスくず、コンク

リートくず及び陶磁器くず 

積替・保管の範囲 

（取扱う廃棄物） 

廃プラスチック類・木くず・ゴムくず・金属くず・

ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず 

 

許可の種類 処分業 

許可番号 第 00322047626 号 

許可年月日 令和  4 年 4 月 23 日 

有効年月日 令和  9 年 4 月 22 日 

事業の範囲 中間処理（圧縮・梱包処理） 

取扱う廃棄物 紙くず 

計量証明事業登録（岩手県） 

事業の区分 質量 

登録番号 第 98 号 

許可年月日 平成 12 年 5 月 15 日 

古物商（岩手県公安委員会） 

許可番号 第 211050000657 号 

許可年月日 平成 9 年 5 月 26 日 
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一般家庭 事業所 

行政（自社）による回収 

集団資源回収による回収 

一般家庭による直接搬入 

自社による回収 

回収業者による回収 

各事業所による直接搬入 

古紙取扱商社 

国内製紙会社 輸 出 
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【古紙処理工程】                                          
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【一般廃棄物処理工程】                                    
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家庭系一般廃棄物 事業系一般廃棄物 

株式会社エコ 

一般家庭による直接搬入・自社による回収 

リサイクルメーカー 最終処分場 (焼却施設) 

各事業所による直接搬入・自社による回収 
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【環境経営方針】                         

 

 

◼ 基本理念 

古紙リサイクルと一般廃棄物処理を主力事業とする弊社は、北上市の古紙収集運

搬業務受託事業所及び集団資源回収協力事業所として地域社会に信頼され、安心・

安全なリサイクル事業に取り組み、資源循環型社会の形成に尽力してまいります。 

◼ 行動指針 

弊社は基本理念を基に、以下のとおり環境方針を定め、事業活動と地域環境の調

和を図り、自然環境に配慮した事業活動、事業活動における環境への負荷の削減を

継続的に推進いたします。 

1. 弊社の事業活動に関連する環境関連の法令・条例等を遵守するとともに、地

域、関連業界及びお取引先等の環境に関連した要請に真摯に対応し、環境活動

の継続を図ります。 

2. 事業活動における二酸化炭素排出量を削減するため、電力、燃料及び水道の

使用量の適正化及び削減に取り組みます。 

3. 適時適切な業務改善により、無駄のない効率的な業務運営を心がけ、環境へ

の負担軽減に努力し、働きやすい職場環境づくりを実施いたします。 

4. 混在された各種類の古紙を、選別技術を生かし古紙の品質を高め、廃棄物の

削減及びリサイクルを推進いたします。 

5. この環境経営方針は全社員に周知し、地域環境の改善意識向上に努めるとと

もに、地域の方やお取引先等社外の方々の要望に応じて開示・提供いたします。 

  

 

令和 2 年 10 月 1 日制定 

令和 3 年  5 月 1 日改定(第 2 版) 

株 式 会 社 エ コ  

取 締 役 高橋 美春 
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【環境経営計画】                        

 

 

 

環境活動項目 活動計画 推進者 

 

二酸化炭素 

排出削減 

⚫ 各取組項目における CO2排出量に関連する 

エネルギー資源使用量削減の推進 事務局： 

杉尾・菅原 
⚫ 全活動における CO2削減意識の啓発 

 

電力使用量削減 
⚫ 圧縮・梱包機等処理設備の効率的な適正使用 副工場長：照井 

⚫ 事務所、構内等社内照明の適正使用 

⚫ 冷暖房機器の適正使用 

⚫ 節電意識の高揚 

総務：菅原 

 

燃料使用量削減 
⚫ エコドライブの徹底 

⚫ 計画的及び効率的な回収ルートの推進 

⚫ 各種機械・車両・重機類の運転作業効率の向上 

⚫ 車両、重機の日常点検の実施及び記録 

副工場長：照井 

⚫ 車両ごとの燃料消費量と走行距離の把握 

⚫ 低燃費車両への入替または導入 

⚫ 暖房機器の適正使用 

総務：菅原 

水道使用量削減 
⚫ 節水意識の高揚 

⚫ 節水シールの貼り付け 
総務：菅原 

グリーン購入の
推進 

⚫ 調達時のグリーン購入適合品の優先的購入 
事務局： 
杉尾・菅原 

働きやすい職場
環境の創生 

⚫ 3S（整理・整頓・清掃）の推進 
事務局： 
杉尾・菅原 

廃棄物削減 ⚫ 排出産業廃棄物の再資源化 100％維持 副工場長：照井 

 

地域環境への 

配慮 

⚫ 会社敷地隣接歩道及び市道路のごみ拾い等の

清掃活動 

⚫ 環境教育による小中高生、地域団体の職場見学

受入 

事務局： 

杉尾・菅原 
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【環境経営計画推進体制・役割】                         

 

役職等 役割・権限等 

代 表 者 

◼ 環境経営に関する統括責任 

◼ 経営上の課題とチャンスの整理及び明確化 

◼ 環境経営方針の策定及び見直しの実施 

◼ 有効な実施体制の構築 

◼ 環境経営実施の経営資源（要員・設備・資金）の準備 

◼ 環境経営システム全体の評価及び見直し 

環境管理責任者 

◼ 環境経営システムの構築 

◼ 環境経営システムの実施及び管理 

◼ 環境経営目標及び環境経営計画の策定及び見直し 

◼ 代表者への環境活動の結果報告 

環境管理事務局 

◼ 環境管理責任者の補佐 

◼ 環境経営計画の取組状況を取りまとめ 

◼ 環境経営レポートの作成及び文書管理 

◼ 環境関連外部コミュニケーション対応窓口 

全従業員 
◼ 環境活動への取組 

◼ 環境活動への改善提案 

 
 

代 表 者 

取締役 高橋 美春 

環境管理責任者 

工場長 阿部 厚 

環境管理事務局 

業務部長  杉尾 直保 

総 務  菅原 雅隆 

管理部門（5 名） 

担当：総 務 菅原 雅隆 

業務部門（10 名） 

担当：副工場長 照井 信也 
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【令和 4 年度の環境経営目標及び実績】                           
運用期間：令和 4 年 1 月～12 月 

 項目  目標値 実績値 評価 

 二酸化炭素 総排出量(kg-CO2) 187,337.08 174,169.93 
〇 

  対目標値：％  92.97 

 電力 使用量(ｋWｈ) 106,629 100,862 

〇   CO2排出量(kg-CO2) 55,767 52,750.83 

  対目標値：％  94.59 

  原単位(ｋWｈ／入荷量：ｔ) 13.12 14.36 
△ 

  対目標値：％  109.44 

 車両使用燃料 使用量(L) 43,208 40,449 

〇  （軽油） CO2排出量(kg-CO2) 111,477 104,358.39 

  対目標値：％  93.61 

  原単位(L／収運量：ｔ) 12.16 11.23 
〇 

  対目標値：％  92.33 

 重機使用燃料 使用量(L) 5,452 4,812 

〇  （軽油） CO2排出量(kg-CO2) 14,066 12,415.22 

  対目標値：％  88.26 

  原単位(L／入荷量：ｔ) 0.666 0.631 
〇 

  対目標値：％  93.76 

 車両使用燃料 使用量(L) 892 1,011.2 

✖  （ガソリン） CO2排出量(kg-CO2) 2,069 2,345.98 

  対目標値：％  113.36 

 灯油 使用量(L) 1,539 881.60 

〇   CO2排出量(kg-CO2) 3,831 2,195.18 

  対目標値：％  57.30 

 LPG 使用量(kg) 42.36 34.78 

〇   CO2排出量(kg-CO2) 127.08 104.33 

  対目標値：％  82.10 

 水道 使用量(㎥) 613 660 
△ 

  対目標値：％  107.67 

 グリーン購入推進  実施 〇 

 働きやすい職場環境の創生  実施 〇 

 廃棄物削減  維持 〇 

 地域環境への配慮  実施 〇 

※ [評価欄] ○：対目標値 100％以下 △：対目標値 110％未満 ×：対目標値 110％以上 

※ 電力の二酸化炭素排出係数：0.523kg-CO2／ｋＷｈ（東北電力平成 30 年度実績） 

 



- 10 - 

 

【環境経営目標（中長期目標）】                           

 項   目 
基 準 値 
令和 2 年 

目 標 値 
令和 3 年 

目 標 値 
令和 4 年 

目 標 値 
令和 5 年 

 二酸化炭素 総排出量(kg-CO2) 191,159.66 189,248.37 187,337.08 185,909.92 

  対基準値：％  △1 △2 △3 

 電力 使用量(ｋWｈ) 108,805 107,717 106,629 105,541 

  原単位(ｋWｈ／入荷量：ｔ) 13.39 13.26 13.12 12.99 

  CO2排出量(kg-CO2) 56,905 56,336 55,767 55,198 

  対基準値：％  △1 △2 △3 

 車両使用燃料 使用量(L) 44,090 43,649 43,208 42,767 

 （軽油） 原単位(Ｌ／収運量：ｔ) 12.41 12.29 12.16 12.03 

  CO2排出量(kg-CO2) 113,752 112,615 111,477 110,340 

  対基準値：％  △1 △2 △3 

 重機使用燃料 使用量(L) 5,563 5,507 5,452 5,396 

 （軽油） 原単位(L／入荷量：ｔ) 0.680 0.673 0.666 0.660 

  CO2排出量(kg-CO2) 14,353 14,209 14,065 13,922 

  対基準値：％  △1 △2 △3 

 車両使用燃料 使用量(L) 910 901 892 883 

 （ガソリン） CO2排出量(kg-CO2) 2,111 2,090 2,069 2,048 

  対基準値：％  △1 △2 △3 

 灯油使用量 使用量(L) 1,570 1,554 1,539 1,523 

  CO2排出量(kg-CO2) 3,909 3,870 3,831 3,792 

  対基準値：％  △1 △2 △3 

 LPG 使用量(kg) 43.22 42.79 42.36 41.92 

  CO2排出量(kg-CO2) 129.66 128.37 127.08 125.76 

  対基準値：％  △1 △2 △3 

 水道 使用量(㎥) 626 620 613 607 

  対基準値：％  △1 △2 △3 

 グリーン購入推進  環境配慮型製品等の購入実施 

 働きやすい職場環境の創生  始業前または終業時の 3S の実施 

 廃棄物削減  排出産業廃棄物の再資源化 100％維持 

 地域環境への配慮  年 1 回以上の活動実施 

電力の二酸化炭素排出係数：0.523kg-CO2／ｋＷｈ（東北電力平成 30 年度実績） 

化学物質の使用はなし 
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【環境経営計画の取組、評価及び次年度の取組】                   

項 目 取組内容 評 価 次年度の取組 

二酸化炭素

排出量削減 

1. CO2 排出量の見える化（数値化） 

2. 朝礼・月例ミーティングにおける

節電・節水等エネルギー使用量削

減意識の啓発 

達成 

電力使用の原単位、ガソリン

使用量が未達 

総体的には達成 

1. 継続 

2. 継続 

電力使用量

削減 

1. 処理設備の不使用時電源 off 

2. 社内照明の不在時電源 off 

3. 冷暖房機器の適正温度設定（冷房

28℃ 暖房 20℃） 

4. 電力使用量の見える化（数値化） 

概ね達成 

使用量は達成 原単位が未達 

冬季の原単位が高い 

1. 継続 

2. 継続 

3. 継続 

4. 継続 

燃料使用量

削減 

1. 急発進・急停止の禁止 

2. 使用前車両・重機のチェック 

3. 燃料使用量の見える化（数値化） 

4. 暖房機器適正温度設定（20℃） 

5. 低燃費車両へ入替・導入 

ガソリン使用量以外は達成 

営業車両を一部収運用車両と

して使用したためと考えられ

る 

1. 継続 

2. 継続 

3. 継続 

4. 継続 

5. 継続 

水道使用量

削減 

1. 節水シールのよる周知 

2. 洗車時の節水の徹底 

3. 水道使用量に見える化（数値化） 

使用量が若干の未達 1. 継続 

2. 継続 

3. 継続 

グリーン 
購入推進 

1. 環境配慮型製品等の購入実施 
新車 2 台購入 

（塵芥車＆バン各 1 台） 

1. 継続 

働きやすい
職場環境の
創生 

1. 事業所内の整理・整頓・清掃の 

実施 
始業前または終業時に実施 

1. 継続 

廃棄物削減 1. 混合廃棄物の分別の徹底 

 

排出産業廃棄物の委託処理 

リサイクル率 100％を維持 

1. 継続 

地域環境へ

の配慮 

1. 会社隣接道路ゴミ拾い等の 

清掃活動 

2. 職場見学受入 

隣接道路の草刈り実施（2 回） 

小学校の職場見学受入（2 回） 

1. 継続 

2. 継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会社隣接道路の草刈り 

     （R4.5.26） 

小学校の工場見学受入    

（R4.6.8）） 
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【環境関連法規一覧及び遵守状況等】                     

弊社に関連する環境関連法規は以下のとおりになります。 

 

法令等の名称 該当する要求事項 遵守状況 

廃棄物の処理及び清掃に 

関する法律 
一般廃棄物処理業許可（収集運搬） 遵 守 

 一般廃棄物処理業許可（処分） 遵 守 

 一般廃棄物収集運搬記録保存 遵 守 

 一般廃棄物処理施設設置許可 遵 守 

 産業廃棄物収集運搬基準 遵 守 

 産業廃棄物保管基準・表示 遵 守 

 産業廃棄物処理委託基準 遵 守 

 産業廃棄物処理委託先の処理状況確認 遵 守 

 産業廃棄物管理票の交付 遵 守 

 産業廃棄物管理票交付状況報告 遵 守 

 産業廃棄物管理票保存 遵 守 

 産業廃棄物収集運搬業許可 遵 守 

 産業廃棄物処分業許可 遵 守 

 一般廃棄物収集運搬実績報告 遵 守 

 産業廃棄物収集運搬実績報告 遵 守 

 産業廃棄物処分実績報告 遵 守 

フロン類の使用の合理化及び管理の
適正化に関する法律 

第 1 種特定製品の管理者の判断基準 遵 守 

PCB 廃棄物処理特別措置法 PCB 廃棄物保管状況届出 遵 守 

岩手県循環型地域社会の 

形成に関する条例 
産業廃棄物処理委託先の適正能力確認 遵 守 

北上地区消防組合火災予防条例 少量危険物・指定可燃物貯蔵取扱届・表示 遵 守 

※ 環境関連法規への違反はなく、過去 5 年間行政等関係当局より指導・勧告・訴訟等は

受けておりません。また、地域の皆様からの苦情・訴訟等もありません。 
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【代表者による全体の評価と見直し】                       

 

 

2021 年 6 月にエコアクション 21 の認証登録を受けてまもなく 2 年が経過しよ

うとしております。 

入荷量に対する電力使用量の原単位と重機の燃料使用量の原単位が目標値に及

びませんでしたが、それぞれの使用量そのものは削減傾向にあり、環境経営目標は

おおむね達成されていると評価いたします。 

ガソリン使用量が大幅に増加いたしましたが、商品配達用の営業車両を廃棄物収

集運搬車両としての一部使用に起因するものであり、あまり問題視する必要がない

と考えます。 

今年度はエコアクション活動開始時に策定した中長期計画の最終年に当たりま

すので、来年度からの中長期計画の策定・管理指標の見直し等の検討を推進しなが

ら新たな局面を迎える準備に着手しなければなりません。 

また、昨年 9 月からは新たに株式会社エコとして再スタートいたしました。そし

て、4 月より新たに初の新卒者が仲間に加わります。このように会社を取り巻く環

境は変化してまいりますが、昨年度に引続き、今年度も工場長（環境管理責任者）

を中心に全従業員が環境経営への取組みを継続していただきたいと思います。 

電力使用量や燃料使用量の変動は、環境面だけではなく会社経営自体にも大きく

影響いたします。しかも、昨今は世界情勢の激変によりエネルギー価格の上昇・高

止まりが続いておりますので、随時構内業務の見直しや収集運搬ルートの再考等の

実施など、より効率的な業務運営を心掛け、それぞれの使用量及び原単位共に数値

目標を達成し、有益なる成果を上げることを期待しております。 

 

 

令和 5 年 3 月 1 日 

株 式 会 社 エ コ 

取締役 高橋 美春 

 

 


